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循環型地域社会形成と環境会計

宮 地 晃 輔 （富山商船高等専門学校）

Ｉ 循環型社会の形成にむけて

持 続 可 能 な 開 発 が い わ れ る よ う にな っ て かな り の 時問 が経 過 し て い る。持 続 可 能 な 開 発 と は、

「将 来 の 世 代 の 欲 求 を充 た し つ つ、 現 在 の 世 代 の 欲 求 も満 足 さ せ る よ う な 開 発」
１〕と理 解 さ れ て

い る。 地 球 規 模 で の 自 然 環 境 破 壊 や 急 速 な 気 候 変 動、 こ れ に伴 う 人 間 の 生 存環 境 へ の 脅威 に 対

し、 一 国 内 の 問 題 に し て も 国 際 的 協 調 の 間 題 に し て も そ の 対 策 の 遅 れ は、 現 在、 許 さ れ な い状

況 ま で に き て い る と 考 え る。 本 稿 で は、 持 続 可 能 な 開 発 の 実 現 に 向 け て、 循 環 型 杜 会 の 間題 を

対 象 に 考 察 を 行 う。 そ し て 考 察 を 行 う に あ た り、 そ の 材 料 と し て、 ２０００年 ６ 月 ２ 日 に 公 布 さ れ

た 循 環 型 杜 会 形 成 推 進 基 本 法 お よ び２０００年 ５月 に 環 境 庁 が 発 表 し た 「環 境 会 計 シ ス テ ム の 確 立

に 向 け て （２０００年 報 告）」 に つ い て を 契 機 に、 今 後、 一 層 の 議 論 の 発 生 が 予 想 さ れ る 環 境 会 計 シ

ス テ ム を 取 り 上 げ る。

ま ず、 循環 型 杜 会 形 成 推進 基 本 法 （以 下、 循 環 法 と 称 す る） で あ る が
、 循 環 法 を 考 察 の 対 象

に取 り上 げ た理 由 と し て、 持 続 可能 な 開発 を 議論 す る に あ た っ て、 議 論 す べ き 重 要 な 課 題 の 一

つ に循 環 型 杜会 形 成 の 間題 が あ る か ら で ある。循 環 法 の 立 法 に あ た っ て は、
『平 成１１年１０月 ４ 目

の 与 党 政 策 合 意 にお い て 「平 成１２年 度 を 「循 環 型 杜会 元年」 と 位 置 づ け、 基 本 的 枠 組 み と し て

の 法 制 定 を 図 る こ と と さ れ た』
２〕こ と を 基 本 と し て い る。 循 環 法 は、 基 本 法 の 性 格 か ら、 循 環 型

杜 会 形 成 と い う 目 的 に 向 けて、 そ の 「あ る べ き 姿」 を 定 め、 循 環 型 杜 会 形 成 の 当 事 者 と な る 国、

地 方 公 共 団 体、 事 業 者、 国 民 の 果 た す べ き 責 務 を定 め て いる。 循 環 法 の 目 的 は、 そ の 第 １ 条 に

て 「こ の 法 律 は、 環 境 基 本 法 … の 基 本 理 念 に の っ と り、 循 環 型 杜会 の形 成 に つ い て、 基本 原則

を 定 め、 並 び に 国、 地 方 公 共 団 体、 事 業 者 及 び 国 民 の 責 務 を明 ら か に す ると とも に、 循 環 型 杜

会 形 成 推 進 基 本 計 画 の 策 定 そ の 他 循 環 型 杜 会 の 形 成 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ

と に よ り、 循 環 型 杜 会 の 形 成 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に推 進 し、 も っ て 現 在 及 び 将来

の 国 民 の 健 康 で 文 化 的 な 生 活 の 確 保 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る」 と 定 め て い る。 ま た、 循 環

法 が いう 循環 型 杜 会 と は 第 ２ 条 で 「… 製 品 等 が 廃 棄 物 等 と な る こ と が 抑 制 さ れ、 並 び に製 品 等

が循 環 資 源 と なっ た 場 合 に お い て は こ れ に つ い て 適 正 に 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ る こ と が 促 進 さ

れ、 及 び循 環 的な 利 用 が行 わ れ な い循 環 資源 に つ い て は 適 正 な 処 分 … が 確 保 さ れ、 も っ て 天 然

資源 の 消 費 を抑 制 し、 環 境 への 負 荷 が でき る 限り 低減 さ れ る 杜 会 を い う」 と さ れ て い る。

次 に環 境 会 計 シ ス テ ム で ある が、 環 境 庁 の 平 成１２年 ５月１０目 の 「環 境 会 計 シス テム の確 立 に
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向 け て （２０００年 報 告）」 に つ い て の な か で、 環 境 会 計 シ ス テ ム に つ い て 次 の よ う に 述 べ ら れ て い

る。
『「環 境 会 計 シ ス テ ム」 と は、 企 業 等 が、 持 続 可 能 な 発 展 を 目 指 し て、 杜 会 と の 良 好 な 関 係

を 保 ち つ つ 環 境 保 全 へ の 取 組 を 効 率 的 か つ 効 果 的 に 推 進 し て い く こ と を 目 的 と し て、 事 業 活 動

に お ける 環 境 保 全 の た めの コ ス トと そ の 活 動 に よ り得 られ た 効 果 を 可能 な限 り 定 量 的 に把 握（測

定） し、 分 析 し、 公 表 す る た め の 仕 組 み で あ る。 企 業 等 に と っ て は、 自 杜 の 環 境 保 全 へ の 取 組

を よ り 効 率 的 で 効果 の高 いも の に し て いく た め の 経 営 管 理 上 の 分 析 手 段 と な る。 杜 会 に とっ て

は、 統 一 的 な枠 組 み を通 して 企業 等 の 環 境 保 全 へ の 敢 組 状 況 を 理 解 で き る 有 効 な 情 報 手 段 と な

る』。
昌）環 境 庁 が 示 す 内 容 か ら 理 解 で き る が、 環 境 会 計 シ ス テ ム の 目 指 す 根 底 に も、 持 続 可 能 な

開 発 へ の ア プロ ー チ があ る。 環 境 庁 の 報 告 で は 「持 続 可能 な発 展」 と い う 表 現 に な っ て い る が、

そ の 意 味す る と こ ろ は、
「持 続 可 能 な 開 発」 と ほ ぼ 同 意 義 で 捉 え ら れ る。 持 続 可能 な 開発 の 問題

は、 さ ま ざま な 領 域 から の 議 論 が 必 要 と なる が、 今 目、 環 境 会 計 シス テム も 重 要 な 議論 の 一領

域 で あ る。

本 稿 の 展 開 と して は、 循 環 型 杜 会 形 成 の 問題 につ いて、 循 環 法 の 立 法趣 旨 を 考察 の 材 料 と し

て、 循 環 型 杜 会 形 成 の た め に 根 本 的 に必 要 と さ れる 基礎 的 要 素 は 何 か につ いて、 ま たそ の 基 礎

的 要 素 に環 境 会 計 が どの よ う に 関 係 す る か と い う 点 につ いて アウ トラ イ ン を描 く こ と を 目的 と

す る。 ま た、 本 稿 で は、 循 環 型 杜 会 形 成 に あ た っ て 「地 域 杜 会」 を 重 視 す る。 そ の 理 由 と し て、

従 来 か ら 地 球 環 境 負 荷 の 杜 会 的 損 失 の 原 因 と 考 えら れて き た も の が、 地 域 杜 会 と 密 接 に 関 係 が

あ る か ら で あ る。 地 球 環 境 負 荷 の 杜 会 的 損 失 の 原 因 と 従 来、 考 え られ て き た こ と に 次 の こ と が

あ る。
４〕Ａ． 公 共 投 資 に よ る も の ： 大 規 模 地 域 開 発、 大 型 空 港、 港 湾、 幹 線 高 速 道 路、 自 動 車 道

路、 新 幹 線 網 等 の 交 通 手 段 Ｂ． 観 光 ・ 開 発 事 業、 不 動 産 業 に よ る も の ： 都 市 再 開 発、 住 宅 団

地、
ゴ ル フ 場、 観 光 開 発 Ｃ． 生 産 設 備、 生 産 工 程 １ 工 業 団 地、 コ ン ビ ナ ー ト （化 学、 石 油）

工 場 （鉄 鋼、 自 動 車、 半 導 体 等） 工 場 排 水、 煤 煙 Ｄ． 複 合 的 形 態 ： 企 業、 事 業 所 の 廃 棄 物、

生 活 排 水
、

Ｎ Ｏ・、
Ｓ Ｏ・、

ＣＯ・、 フ ロ ン、 メ タ ン、
農 薬、

有 害 化 学 物 質 等
、

タ ン カ ー か ら の 原 油 流

出、 戦 争、 核 実 験、 核 の 事 故。

Ａ か らＤ ま で に掲 げ たも の の な か に は、 地 域 杜 会 と 密 接 な 関 係 が あ る も の が 多 い。 Ａ の 公 共

投 資 に よ る も の は、 地 域 杜 会 に 対 し て、 き わ め て 高 い 環 境 影 響 を 及 ぼ す。 Ｂ の 観 光 ・ 開 発 事 業、

不 動 産 業 に よる も の につ いて も 然 り で あ り、 Ｃ の 生 産 設 備、 生 産 工 程 に つ い て も 同 様 の こ と が

考 え ら れ る。 Ｄ の 複 合 的 形 態 の な か の 企 業、 事 業 所 の 廃 棄 物、 生 活 排 水 の 間 題 は、 ま さ に 地 域

杜 会 に共 通 の 問 題 で ある。

この よう に、 循 環 型 杜 会 形 成 を 考 え る に あ た っ て 地 域 杜 会 は 種 種 の 側 面 に密 接 に 関係 し て い

る。 こ の こ と は、 循 環 型 杜会 形 成 の た め に地 域 杜 会 の担 う 役 割 お よ び 行 動 が 重 要 で あ り、 そ の

如 何 に よ っ て 目 指 す 循 環 型 杜 会 形 成 の 成 否 に関 わっ てく る。 こ の よ う な 問 題 意 識 に 基 づ き、 地

域 杜 会 の 視 点 か ら循 環 型 杜 会 の 形 成、 すな わ ち 循 環 型地 域 杜 会の 形成 を 考 え て いく 必 要 が ある

と 考 え る。
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皿 循 環法の背景と地域社会の課題

循 環 法 が 目 指 す 循環 型 杜 会 が 何 故、 早 急 に 確 立 さ れ な け れ ば な ら な い か、 そ の 背 景 に つ い て

は循 環 法 の立 法趣 旨 か ら理 解 す る こ と が で き る が、 以 下 の 問 題 解 決 の 必 要 性 に 迫 ら れ て い る か

ら で あ る 。
５）

① 廃 棄 物 の 発 生 量 の 高 水 準 で の 推 移

→ 近 年、 一 般 廃 棄 物 の 発 生 量 は 約 ５ 千 万 ト ン、 産 業 廃 棄物 の発 生量 は約 ４億 ト ン で推 移

② リ サイ ク ル の 一 層 の 推 進 の 要 請

→ 平 成 ８ 年 度 の リ サイ ク ル 率 は、 一 般 廃 棄 物 約１０％、 産 業 廃 棄 物 約４２％

③ 廃 棄 物 処 理 施 設 の 立 地 の 困 難 性

→ 平 成 ８ 年 度 の 最 終 処 分 場 の 残 余 年 数 は、 一 般 廃 棄 物 で８，８年、 産 業 廃 棄 物 で３．１年

④ 不 法 投 棄 の 件 数 は、 平 成１０年 度 で は１，２７３件 と、 平 成 ５ 年 度 の 約４．６倍 に 増 大

以 上 の ① か ら④ ま での 『間 題 の 解 決 の た め、
「大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 ・ 大 量 廃 棄」 型 の 経 済 杜 会

か ら脱 却 し、 生 産 か ら 流 通、 消 費、 廃 棄 に 至る ま で物 質 の効 率 的 な利 用 や リ サ イ ク ル を進 める

こ と に よ り、 資 源 の 消 費 が 抑 制 さ れ、 環 境 へ の 負 荷 が少 ない 「循 環 型 杜会」 を形 成 する こ と が

急 務 に な っ て い る』。
６〕

循 環 法 は、 国、 地 方 公 共 団 体、 事 業 者、 国 民 に つ い て、 そ れ ぞ れ の 立 場 で の 責 務 を 明 確 に し

た う え で、 天 然 資 源 の消 費 を 抑 制 し、 環 境 へ の 負 荷 が で き る 限 り 低 減 さ れ る 杜 会 す な わ ち、 循

環 型 杜 会 の 形成 を 目 的 と し た もの で あ る。 本 稿 は、 循 環 型 杜 会 の 形 成 を 遂 行 し て い く 主 体 と し

て、 地 域 杜 会 を 重 視 す る。 そ こ で、 地 域 杜 会 と は 何 か と い う 点 で あ る が、 こ れ に は 種 種 の 議 論

が ある と こ ろ で ある が、 本 稿 は、 循 環 法 を 考察 の材 料 と す る 関 係 か ら 地 方 公 共 団 体 を 基 礎 と し

て 地 域 杜 会 の 単 位 と 捉 え る こ と に す る。地 方 公 共 団 体 と は、
「国 家 の領 域の 一 定 区 域 を そ の構 成

の 基 礎 と し、 そ の 区域 内 の 住 民 を構 成 員 と し、 その 区 域 にお ける 住民 の福 祉の 増進 の た め に 公

共 的 な 事 務 ・ 事 業 を 行 う こ と を存 立 目 的 と して、そ の 存 立 目 的 達 成 の た め に 区 域 内 の 居 住 者（住

民） 等 に 対 し 国 法 の 認 め る 範 囲 内 で 統 治 権 （自 治 権） を 有 す る 団 体 （法人） を いう」。
７〕こ こ で

は 各 都 道 府 県、 各 市 町 村 を 具 体 的 な 地 域 杜 会 の 単 位 と して 捉 える。

各都 道 府 県、 各 市 町 村 を 地 域 杜 会 と 捉 え る な ら ば、 そ の 地 域 杜 会 を 構 成 す る も の は、 そ こ で

の 自 治 権 を も つ 地 方 公 共 団体、 そ こ で 事 業 を 営 む 事 業 者、 そ こ に 住 む 住 民 な どで 構 成 さ れ る。

地 域 杜 会 の 構成 者 を 自治 権 をも つ 地 方 公 共 団 体、 事 業 者、 地 域 の 住 民 と み た 場 合、 循 環 法 で は、

そ れ ぞ れそ の 責 務 を明 確 に し て いる。 地 方 公 共 団 体 の 責 務 に つ い て は 第１０条 で 「地 方 公 共 団 体

は、 基 本 原 則 にの っ と り、 循 環 資 源 につ い て適 正 に循 環 的 な利 用 及 び 処 分 が 行 わ れ る こ と を 確

保 す る た め に 必 要 な 措 置 を実 施 す る ほ か、 循 環 型 杜 会の 形成 に 関 し、 国 と の適 切 な 役割 分担 を
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踏 ま え て、 そ の 地 方 公 共 団 体 の 区 域 の 自 然 的 杜 会 的 条 件 に応 じた 施 策 を策 定 し、 及 ぴ 実施 す る

責 務 を 有 す る」 と し て い る。 事 業者 の 責 務 に つ い て は、 第１１条① 項 で 「事業 者 は 基本 原貝■」に のっ

と り、 そ の 事 業 活 動 を行 う に 際 し て は、 原 材 料 等 が そ の 事業 活動 に お い て廃 棄 物 等 と な る こ と

を 抑 制 す る ため に必 要 な 措 置 を 講 ずる とも に、原 材 料 等 が そ の 事 業 活 動 に おい て 循 環 資 源 と な っ

た 場 合 に は、 こ れ に つ い て 自 ら適 正 に循 環 的 な 利 用 を行 い、 若 しく は こ れ に つ い て 適 正 に循 環

的 な 利 用 が 行 わ れ る た め に必 要 な 措 置 を講 じ、 又 は循 環 的 な利 用 が 行 わ れ な い 循環 資源 に つ い

て 自 ら の 責 任 に お い て 適 正 に 処 分 す る 責 務 を有 する」 と して いる。

住 民 す な わ ち 国 民 の 責 務 は、 第１２条 で 「国 民 は、 基 本 原 則 に の っ と り、 製 品 を な る べ く 長 期 間

使 用 す る こ と、 再 生 品 を 使 用 す る こ と、 循 環 資 源 が分 別 し て 回 収 さ れ る こ と に 協力 す る こ と 等

に よ り、 製 品 等 が 廃 棄 物 等 にな る こ と を抑 制 し、 製 品等 が循 環 資 源 と なっ た も の に つ い て 適 正

に 循 環 的 な 利 用 が 行 わ れ る こ と を促 進 する よう 努 める と とも に、 そ の 適 正 な処 分 に 関 し 国及 び

地 方 公 共 団 体 の 施 策 に協 力 す る 責 務 を有 する」 とさ れて いる。

地 域 杜 会 を主 体 と した 循 環 型 杜 会 形 成 を考 える と き、 循 環 法 が 要 求 し て い る 責務 を住 民、 事

業 者、 地 方 公 共 団 体 がそ れ ぞ れの 立 場 で履 行 して い く こ と は 当然 の こ と で あ る が、 こ れ に加 え

て、 三 者 の 責 務 の 履 行 が、 循 環 型 杜会 形 成 に向 かっ て最 大 の 効果 を も た ら す必 要 が ある。 し た

が っ て 三 者 の 責 務 の 履 行 が最 適 に結 合 する よう な仕 組 み をつ く ら な け れ ば な ら な い。 そ し て こ

の 仕 組 み づ く り の 第 一 歩 と な る の が地 域杜 会 にお い て、 より 多く の 「啓発 さ れ たス テイ クホ ー

ル ダ ｒ
呂〕の 育 成 を し な け れ ば な ら な い と い う こ と で あ る。 ス テ イ ク ホ ー ル ダ ー に は、

「株 主、

債 権 者、 取 引 先、 消 費 者、 地 域 住 民、 従 業 員、 企 業 の 経 営 者」
９〕が 該 当 す る と さ れ、 ま た こ れ ら

に 加 え て、生 活 者 や 自 治 体 もス テイ ク ホ ー ル ダ ー の 範 躊 に 入 る。啓 発 さ れ たス テ イ ク ホ ー ル ダー

と は 「自 己 利 益 の 追 求 と 環 境 保 全 の 両 立 を 目 指 す ス テ イ ク ホ ー ル ダ ー」
１０〕の こ と で あ る。 こ こ

で は、 啓 発 さ れ た ス テ イ ク ホ ー ル ダ ー の 考 え 方 を 基 本 と し つ つ、
「啓 発 さ れ た 地 域 杜 会」 の 育 成

と い う 観 点 か ら 考 え て み る。筆 者 の 考 え る 啓 発 さ れ た 地 域 杜 会 と は 次 の と お り で あ る。
「地 域 杜

会 を構 成 す る 地 域 の 住 民、 地 域 で 事 業 を行 う 企 業 経 営 者 お よ びそ の従 業 員、 そ して その 地 域 に

自 治 権 をも つ 地 方 公 共 団 体 お よ び そ の 職 員 等 が、 現 代 の 環 境 問題 に対 して、 関 心 をも ち、 一 般

的 な 知 識 を 有 し、 話 し合 い や 議 論 に参 加 す る 姿 勢 をも っ て い る こ と、 かつ、 地 域杜 会 に お ける

環 境 問 題 に 対 し て、 自 立 的 に、 時 に は協 調 的 に行 動 す る 意 識 をも ち、 実 際 に 行 動 し て い る こ と」

が そ の 主 た る 内 容 で あ る。

循 環 法 は、 基 本 法 と し て、 あ る べ き 姿 を 定 め て い る が、 こ の あ る べ き 姿 に 少 し で も 近 づ い て

い く た め に は、 そ の 根 底 と し て、 啓 発 さ れ た 地 域 杜 会 が 確 立 さ れ な け れ ば な ら な い。 そ し て、

啓 発 さ れ た 地 域 杜 会 の 確 立 こ そ が、 循 環 型 地 域 杜 会 形 成 の た め の 基 礎 的要 素 で ある と 考 える。

そ れ で は、 啓 発 さ れ た 地 域 杜 会 を 育 成 す る た め には 何 が 必 要 であ ろ う か。 必 要 と さ れる こ と は

多 岐 に わ た る が、 ま ず も っ て 重 要 な の は、 地 域 杜 会 の 構 成 者 が、 地 球 環 境 問題 や 地 域 杜 会 内 の

環 境 課 題 に 関 心 を も つ こ と が 必 要 で あ る。 こ の 意 味 か ら 今 後 の 学 校 教 育 にお ける 環 境 教 育 や 各
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都 道 府 県・ 市 町 村 が 実施 す る 環 境 教 育 は 重 要 な 役 割 を 担 う。 次 に 情 報 の 共 有 化 も 特 に重 要 で あ

る。 啓 発 さ れ た地 域 杜 会 を 育 成 し て いく た め に は、 地 域 杜 会 に お け る 環 境 情 報 を、 そ の 地 域 杜

会 に所 属 する ス テ イ ク ホ ー ル ダー の 問 で 共 有 し、 ある 程 度 は、 地 域 杜会 の 環 境の 現 状 につ いて、

互 い に 共 通 の 認 識 をも つ こと が必 要 で ある。 な ぜ な ら ば、 ス テイ ク ホ ー ル ダ ー 間 で、 共 通 の 認

識 を 共 有 す る こ と が で き れ ば
、 そ れ は、 地 域 杜 会 の な か で の 環 境 課 題 に つ い て、 ス テ イ ク ホ ー

ル ダー 間 で 有 効 な 議 論 が なさ れる ため の 土 壌 をつ く る こ と に 寄 与 す る か ら で あ る。 情 報 を 共 有

す る た め に は、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー ル が 必 要 で あ る。 こ の 役 割 を 環 境 会 計 が 担 っ て い く

た め に、 現 在、 多 く の 議 論 が 展 開 さ れ て い る。 循 環 型 地 域 杜 会 形 成 の た め 必 要 と さ れ る 基 礎 的

要 素 に 啓 発 さ れ た 地 域 杜 会 の 育 成 が あ り、 こ の た め に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー ル を 必 要 と し

て、 こ れ を 強 化 し て い く こ と が 重 要 で あ る。 本 稿 に お い て も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー ル と し

て の 環 境 会 計 を 重 視 し、 循 環 型 地 域 杜 会 形 成 と 環 境 会 計 の 関 係 につ い て以 下 に述 べ る。

皿 環境会 計との 関係

環 境 庁 の 「環 境 会計 シス テム の確 立 に 向 け て （２０００年 報 告）」 に つ い て の な か で も 明 記 さ れ て

い る が、 環 境 会 計 シ ス テ ム の も つ 外 部 機 能 と し て、 杜 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が あ げ ら れ、

情 報 の 受 け 手 と し て、 消 費 者 ・ 取 引 先 ・ 投 資 家 ・ 金 融 機 関 ・ 地 域 住 民 ・ Ｎ Ｇ Ｏ ・ 行 政 ・ 一 般 国

民 等 を あ げ て い る。 こ れ は、 環 境 会 計 シ ス テ ム の も つ 意 義 に つ い て、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー

ル と し て の 役 割 を 明 記 し た も の で あ る。

循 環 型地 域 杜 会 形 成 の 観 点 か ら、 杜 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー ル で あ る 環 境 会 計 シ ス

テ ム の 役割 と し て期 待 さ れ る こ と は、 環 境 情報 の 公 開 に よ り、 企 業 等 と そ の 周 囲 に 存 在 す る ス

テ イ ク ホ ー ル ダ ー と の 間 で、 環 境 に つ い て の 情 報 を 共 有 す る こ と を 基 礎 と し て、 全 体 と し て 環

境 保 全 への 意識 を高 め、 行動 レ ベ ル に お い ても 環 境 保 全 の 方 向 に 向 か わ せ る こ と で あ る。 こ の

こ と は、 環 境 会 計の 有 効 性の 間題 で あ る。 環 境 会 計 の 有 効 性 に つ い て 國 部 克 彦 氏 は、 次 の よ う

に指 摘 す る。
「ス テイ ク ホ ー ル ダー が 環 境 間 題 に 関 し て少 なく と も あ る 程 度 は 啓発 さ れて い る こ

と が必 要 で、 啓 発 さ れ たス テ イ ク ホ ー ル ダー なく し て環 境 会 計 の 有 効 性 は 極 め て 少 な い と 考 え

ら れ る」
ｌｌ）と し て い る。 こ れ は 妥 当 な 見 解 で あ る。 一 方、 環 境 会 計 シ ス テ ム そ れ 自 体 が 啓 発 さ

れ たス テ イ ク ホ ー ル ダー を養 成 す る 可能 性 は ど う か。 つ ま り、 環 境 会 計 情 報 を 通 じ て、 地 域 杜

会 の ス テ イ ク ホ ー ル ダ ー が、 環 境 の 間 題 に つ い て 「い ま ま で、 知 ら な か っ た こ と を 知 る」 或 い

は、
「価 値 の あ る 新 し い 情 報 を 得 る」 と い う こ と に な れ ば、 循 環 法 の趣 旨 を 実現 す る た め の 基 礎

的 要 素 であ る 啓 発 さ れた 地 域 杜会 育 成 へ の 一 助 と な る の で は な い か。 こ の こ と は、 環 境 会 計 シ

ス テ ム が 環 境 教 育 の 」 端 を担 う の では な い かと い う 問題 でも ある。 環 境会 計 シス テ ム が環 境 教

育 の 一 端 を担 う 前 提 と し て 環 境 会 計 が 杜 会 的 に 普 及 し、 認識 さ れる 必 要 が ある。 循 環 型 地 域 杜

会 形 成 と 環 境 会 計 の 関 係 は、 こ の 視 点 か ら も 論 じら れる も の と 考 える。
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ま た、 循 環 法 の 立 法 趣 旨 で 問 題 と し た こ と が、 現 実 の 産 業 界 の 動 向 に あ ら わ れ て い る 面 も あ

る。 一 例 を あ げ る と、 製 造 業 に お け る ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化 へ の 取 り 組 み が 増 加 し て い る こ と で

あ る。
「本 田 技 研 工 業 が 当 初 計 画 を 前 倒 し し、 近 く 国 内 全 ５ 事 業 所 で 達 成 す る ほ か、 キ ャ ノ ン、

コ ニ カ、 ブ リ ジ ス ト ン が そ れ ぞ れ、 ２００３年 か ら２００５年 に か け て 国 内 の 全 工 場 で ゴ ミ 排 出 を ゼ ロ

に す る 計 画 を 固 め た。 埋 め 立 て 処 分 場 の 不 足 を 背 景 に、 最 終 処 分 コ ス ト の 増 大 が 今 後 避 け ら れ

な い と 判 断 し た た め」
１２〕で あ る。 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化 へ の 取 り 組 み は、 環 境 会 計 で の 把 握 に 適

す る も の で あ り、 こ の 点 も 循 環 法 と 環 境 会 計 が 結 び つ く 点 で あ る。

次 に、 地 方 公 共 団 体 に お い て も 環 境 会 計 を 導 入 す る 動 き が で て き て い る。 東 京都 水 道局 や 横

須賀 市 が その 例 で ある。 今 後、 地 方 公 共 団 体 に お い て も 環 境 会 計 導 入 が す す む こ と が 予想 さ れ

る。 その 理 由 と し て 次 の こ と が 考 え ら れ る。 循 環 法 と 併 せ て 「国 等 に よ る環 境物 晶等 の 調 達 の

推進 等 に 関 する 法律」 （グリ ー ン購 入 法） が、 平 成１２年 ５月３１日 に 公 布 さ れ た。 こ の 法 律 の 目的

は、 第１ 条 で 「国 等 に よる 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進、 情 報 の 提 供 そ の他 の環 境物 品等 へ の 需 要

の転 換 を促 進 する ため に必 要な 事項 を 定 め、 環 境 へ の負 荷 の 少 な い持 続 的発 展 が 可能 な 杜 会 の

構 築 を図 る」 と して い る。 さ ら に地 方 公 共 団 体 に よる 調達 の推 進 につ い て 第１０条 で 「都 道 府 県

及 び 市 町 村 は、 毎 年 度、 環 境 物 品 等 の 調 達 方 針 を作 成 し、 当該 方 針 に基 づ き 物 品 等 の 調 達 を行

う よ う 努 め る。」 と し て い る。 さ ら に 同 法 で は、 環 境 物 品 等 に 関 す る 情 報 の 提 供 に つ い て、 国 に

よ る 情 報 提 供 及 び 検 討 の 項 目 が 設 け られ、
「国 は、 環 境 物 品 等 に 関 す る情 報提 供の 状 況 を整 理、

分 析 して 提 供 す る と と も に、 適 切 な 情 報 提 供 体 制 の 在 り 方 につ い て 検 討 を 行 う」
１３〕と さ れ て い

る。 同 法 の 施 行 は 平 成１３年 ４ 月 １ 目 か ら と な っ て い る。 同 法 の も つ こ れ ら の 内 容 か ら、 地 方 公

共 団 体 に 拾け る 環 境 会 計 の 導 入 が す す む と 考 え る。 な ぜ な ら ば
、 地 方 公 共 団 体 に よ る 環 境 物 品

等 の 調 達 が す す む こ と は、 環 境 会 計 導 入 の 有 力 な 動 機 に な り え る か ら で あ る。 ま た、 同 法 で、

環 境 物 品 等 に 関 す る 情 報 提 供 体 制 の 在 り 方 に つ い て 検 討 さ れ る が、 環 境 会 計 が そ の 方 法 の ひ と

つ と し て 選択 さ れ る 可 能 性 が あ る。

地 方 公 共 団 体 に お け る環 境 会 計 の 導 入 は 基 本 的 に 歓 迎 す べ き こ と で あ る。 環 境 会 計 の 導入 に

つ い て は 現在、 企 業 を 中 心 に行 わ れ て い る が、 ほ と ん ど は 大 企 業 で あ る。 地 方公 共 団体 の 行 動

は、 直接 的、 間接 的 を 間わ ず に地 域 住 民 や地 域 事 業 者 に 対 す る 影 響 が 大 き い。 地 方 公 共 団 体 に

よる 環 境 会 計 の 導 入 で期 待 さ れ る効 果 で 重 要 な こ と に 次 の こ と が あ ると 考 える。 地 域 杜会 全 般

つ ま り住 民 や 事 業 者 な ど に環 境 会 計 シス テ ム を 認知 さ せ、 環 境 会 計情 報 を媒 介と して、 環 境 情

報 を共 有 して い く と い う 風 土 を地 域 杜会 の な か に つく り あ げる と いう こ と で ある。 ま た、 先 に

も 述 べ た と お り、 地 方 公 共 団 体 の 行 動 は、 地 域杜 会 に対 して 大 なり 小 な り の 影 響 を与 え る。 地

方 公 共 団 体 の 環 境 会 計 導 入 が 契 機 と な っ て、 地 域 杜会 内 にお ける 地 元 企 業、 特 に 中 小 企 業 に お

ける 環 境 会 計 の 導 入 が 促 進 さ れ る こ と で あ る。 地 方 の 場 合、 企 業 の 構 成 と し て は 中 小 企 業 の 数

が 圧 倒 的 で あ る。 地 元 自 治 体 が、 環 境 会 計 を 導 入 し、 そ の 自 治 体 の 公 共 事 業 に 参 加 し て い る 地

元 中 小 企 業 の 例 を 考 え て み る。 地 域 杜 会 内 の 環 境 保 全 を総 合 的 な 見 地 か ら す す め て い こ う と す



循 環 型地 域 杜 会 形 成 と 環 境 会 計 １０７

れ ば、 公 共 工 事 を 計 画 す る 地 元 自 治 体、 そ の 公 共 工 事 を 請 け 負 う 地 元 中 小 企 業 が と も に 「環 境

会 計 に よ る 環 境 保 全 コス ト の 把 握 や そ の 効 果」 と い っ た べ 一 ス を 共 通 し て も っ て い る こ と が 望

ま し い。 この 考 え 方 か ら地 方 公 共 団 体 に よ る 環 境 会 計 の 導 入 を 契 機 に、 そ の 地 域 内 で の 地 元 企

業 によ る 環 境 会 計 の 導 入 が 促 進 さ れる 効 果 が 生 じ る こ と が 望ま れ る。 環 境 会 計 を 現 在 の 大 企 業

を中 心 と した も の か ら、 中 小 企 業 に よ る 導 入 につ な げ てい く た め、 ある い は ひ ろ く 杜 会 全 般 に

環 境 会 計 を 浸 透 さ せ て い く た め に、 今 後、 地 方 公 共 団 体 に よ る 環 境 会 計 の 導 入 が す す む か どう

か は、 ひ と つ の 大 き な ポイ ン ト に な る と 考 え る。 環 境 会 計 導 入 の 拡 大 に つ い て は、 循 環 型 地 域

杜会 形成 と密 接 に 関係 し てく る 部分 で あ る。

１Ｖ おわりに

循 環 型 地 域 杜 会 形 成 の た め、 そ の 基 礎 的 条 件 と して、 啓 発 さ れた 地 域 杜会 が存 在 し な け れ ば

な ら な い。 そ し て、 啓 発 さ れ た 地 域 杜 会 を 実 現 し て い く た め に は、 地 域 杜 会 の な か で環 境 情 報

を 共 有 す る た め の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー ル が 必 要 で あ り、 こ の ツ ー ル が 有 効 に 機 能 し て い

る こ と が 重 要 で あ る。 こ の ツー ル と し て 環 境 会 計 が 有力 な 可 能 性 を 有 し て い る こ と は 間 違 い な

い。 環 境 会計 が
、 今 後 も よ り多 く の 企 業、 地 方公 共 団 体 等 に よ っ て 導 入 さ れ 拡 大 し て い く こ と

が必 要 で ある。 ま た
、 こ の こ と は環 境 会 計の 発 展 の た め にも 必 要 で あ る。

企 業 や 地 方 公 共 団 体

な どで、 環 境 会 計 の 導 入 が す す め ばす す む ほ ど、 必 要 と さ れる こと は、 公表 さ れ た 内 容 の 客 観

性 や 信 用 性 の 間 題 で あ る。 特 に 企 業 で は、 環 境 会 計 を公 表 した 者 の 間 で 「環 境会 計の 客観 性や

信 頼 性」 を 対 象 に し た 一 種 の 競 争 が 生 じ る で あ ろ う。 な ぜ な ら ば、 企 業 が環 境 会 計 を 導入 する

動 機 に、 マ ー ケ ティ ン グ か ら の 発 想 が 存 在 し て い る こ と は 否 定 で き な い 事 実 と 考 える か ら であ

る。 企 業 に お け る 環 境 会 計 の 導 入 の 動 機 が、 マ ー ケ ティ ン グか ら 発 想 さ れ る 以 上、 そ こ に は 必

ず 他 杜 と の 差別 化 が 検 討 さ れ る。 差 別 化 の 議 論 の 対 象 は、
「い か に す れ ば、 自 杜 の 公 表 す る 環 境

会 計 が、 他 杜の 公表 する 環 境 会計 と比 較 し て 客 観 性 や 信 櫛 性 を 維 持 す る こ と が で き る か」 と い

う 点 で あ る。こ の 状 況 が 本 格 化 す れ ば、循 環 型 地 域 杜 会 形 成 の た め の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー

ル と して の 環 境 会 計 をさ らに 整 備 する こ と にも 寄与 する で あ ろう。

本 稿 で は、 循 環 型 地 域 杜 会 形 成 と 環 境 会 計 の 関 わ り につ い て考 察 を 行っ て き た。 議 論 の 内 容

と し て、 不 十 分 な 点 も あ る。 そ の 点 に つ い て は、 筆 者 の 力 不 足 と 今 後 の 課 題 と し て い た だ け れ

ば 幸 い で あ る。
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